
４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

 ＊フェンス 

  本来はプール遊びのための目隠しだったフェンスだが、大胆な芸術遊びの格好のキャ  

ンバスになったのは、保育士の柔らかい発想と子どもたちのエネルギーだった。そこから、

「青空展覧会」を開催して、子どもたちの芸術をフェンス展示しようという話まで出てい

る。ただの目隠しだけでは終わらせないしなやかな発案と実行力を育てるきっかけにな

ったと信じている。 

 

＊砂場 

 園庭の土を掘り返し、泥と、砂の違いを感じたり、砂場に水を流し込み、染みていく様

子や、園庭に溝を掘り，川を作ろうとしたりという姿があり、「土」という素材も手元に

欲しいと考えている。安全で扱いやすい砂を十分に遊んだら子どもたちは何を試そうと

するのかを観察し、環境を探していきたい。 

 

＊プール 

 今回のことがきっかけで水遊びの意義も話し合い、「室外」「安心」「思う存分」「解放感」

を経験できるのはプール遊びが欠かせないという結論になった。友達と一緒だから挑戦

できた姿や水の反射から光遊びに発展したクラスもあり、自然物に全身で関わることで

知る経験は深い学びにつながった。 

以上 
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○タイトル（保育計画） 

元気いっぱい体を動かして、目指せ、未来のオリンピック選手！！ 

～様々な運動遊びを通じて、心身共に成長できる環境作り～ 

 

○主な助成備品 

マット、ボールプール、トンネルバランス運動遊びセット、リバーランドスケープ 

 

１１．．保保育育計計画画策策定定のの目目的的  

 本園を利用してくださる方々に充実した保育、サービスを提供するとともに、保育の質

もあげていきたいと考えています。 

 日頃より、戸外での活動を中心に十分に体を動かして活動できるように配慮していま

す。しかし、雨天や昨今の新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、感染リスクを避けて活

動する際、室内での活動になることが多く、手作りの平均台、フープなどでは強度や大き

さなどに限界があるため、より安全に活動するための配慮を含め、運動遊具の備品購入を

希望しました。 

遊具の導入により、乳児期に大切な体の動かし方を知ったり、バランス感覚を養ったりす

るなど、身体的な発達を育むこと。また、友達と体を動かすことを楽しむ中で、心身共に健

やかな成長を図りたいと考えました。 
 

２２．．具具体体的的なな実実施施内内容容  

 雨天や活動によって、室内で運動遊びを行う 

際に、運動遊具を使用し、思い切り体を動かせ 

る環境を整えました。 

 

【ふわふわクッションマット】 

 ボリューム満点のマットは、０歳から２歳の 

子どもたちみんなで楽しんでいます。バランス 

を取りながらハイハイや歩行をしているため、 
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足腰も鍛えられます。大人がジャンプしていても疲れるくらい、弾力のあるマットです

が、子どもたちは疲れ知らずで、いつまでも飛び跳ねて遊んでいます。 

 

【ボールプール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

遊びを重ねるごとに、ボールプールへの出入りも、初めは恐る恐る入っていた子も、積

極的に行くようになり、子どもたち自身でできるようになりました。 

 出入りの際、ボールの中で、子どもたち自身がどのように手を使えばいいのか、足を使

えばいいのか、どのようになると転んだりバランスを崩したりするのかなどを考えながら

遊んでいる様子が窺えます。 

 

【トンネルバランス運動遊びセット】【軽量連結マット】 

 今までは別のトンネルを使用していましたが、そのトンネルでは、中の様子を見ること

ができず、危険な場合もありました。このトンネルバランス運動遊びセットはトンネルを

くぐっている様子も見えることで安心して遊ばせることができました。ただトンネルをく

ぐるのではなく、台の上を落ちないようにバランスを取りながら、ハイハイや歩いていく

ことで、バランス感覚を養ったり、体幹を使って鍛えられたりと、運動能力のアップにも

繋がる遊びができるようになりました。また、２歳児になると、平均台を後ろ向きで歩く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちに大人気の遊びが「ボ

ールプール」です。ボールで不安定

になっているところを、壁に掴まり

ながら歩いたり、たくさんのボール

に埋もれてかくれんぼをしたりし

ています。みんなバランスを取りな

がら、起き上がって、またゴロンと

寝転がってを繰り返し楽しんでい

ます。 
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ことに挑戦したり、お玉にボールを乗せて落とさないように歩いたりと、子どもたちが考

えて、より楽しんだり、難易度を上げてチャレンジしようとしたりする姿も見られまし

た。 

 軽量連結マットは、このような遊びの際に転倒などした場合に、衝撃が少しでも少なく

できるように、下に敷いて遊ぶことで、けがの防止に繋がっています。 

 

【リバーランドスケープ】 

 落ちないようにバランスを取りながら、歩いていました。集中して何度もグルグル回っ

て歩く子もいました。友だちと向かい合わせになった時は、譲り合ったり、落ちないよう

にすれ違おうとしたりと、それぞれ試行錯誤しながら楽しむ姿が見られます。月齢の小さ

い子どもたちはハイハイで跨いだり、少し広いスペース（橋の上）で立ち上がろうとした

りと挑戦する姿が見られます。足の指で踏ん張ったり、平らではない場所をハイハイする

ことで、バランスを取り、全身を使った運動遊びをすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３．．そそのの成成果果とと評評価価  

 日頃から、手作りの平均台やフープなどを使い室内でも運動遊びをしたり、体操をした

りと、体を動かす遊びを行っていましたが、途中で壊れてしまったり、年齢によっては難

しい場合もあり、限られた遊びしかできないことが多々ありました。 

今回、運動遊具を購入できたことにより、室内での運動遊びが充実し、０歳から２歳の

子どもたちが一緒に楽しめる環境を作ることができました。また、回数を重ねるごとに、

遊び方も変わってきて、難しい体勢でバランスを取ろうと 

したり、遊びを自ら発展させたりと子どもたち自身が考え 

て、楽しみ方を見つける姿が見られました。また、遊びの 

中でも順番を守ったり、友だちを気遣ったりと安全に遊ぶ 

ためのルールを身につけることができました。また、保育 

士が準備や片づけをする姿を見て、一緒に行おうとするな 

ど、遊ぶための工程にも、子どもたちが自ら参加して友だ 

ちと一緒に一生懸命取り組む姿も見られ、それぞれの成長 
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を感じることもできました。 

 体を十分に動かすことで、バランス感覚、手足の動かし方などを身につけ、子どもたち

の成長を促していくことができているため、今後も続けていきたいと思います。 

  

４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

 それぞれの遊具を繰り返し使用することで、子どもたちも遊び方を習得していき、成長

とともにできることも増えてくると同時に、遊び方が単調になりがちなので、単独で使う

だけでなく、複数を組み合わせたり、組み方を変えたりして、変化を付けることで、さら

に発展した遊び、活動にしていき、より運動の効果も上がるように工夫していきたいと考

えます。また、子どもたちのアイデアも取り入れ、より柔軟な活動が行えるように職員で

話し合いながら進めていきたいと思います。 

以上 
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